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１．はじめに 

  私たち人間は、普段の生活の中で視覚を通じて多くの情報

を取得し、それに基づいて行動を決定している。しかし、視覚

に障害のある人たちは、聴覚や触覚で補う他に方法が無い。そ

のため公共の場では、点字ブロックや、音声による案内も行え

る地図など、障害者を支援する設備が敷かれているが、それら

をもってしても、健常者が視覚から得られる情報量に比べれば、

不十分である。 

 そこで本研究では、視覚障害者支援研究の一環として、コン

ピュータを用いて、シーン中の案内板、看板などの文字情報を、

撮影した画像から自動的に抽出、認識を行うことで、利用者を

ナビゲートするシステムの基盤を作ることを目的としている。 

 ２次元の文字認識は、ＯＣＲに代表されるように、既に手法

が確立されているが、それに対し３次元での文字認識はまだは

っきりと確立されておらず、特に文字を正面から捉えていない

場合、現在の手法では認識が困難である。本研究ではそのよう

な文字情報の抽出に主眼を置く。 

 環境内の文字情報を抽出する研究としては、様々なアプロー

チがあるがその１つに文字領域の空間周波数と輝度コントラス

トを用いる手法[1]がある。画像を部分領域に分割後、各部分毎

にフーリエ変換を用いて空間周波数を求める手法だが、これは

部分領域のサイズに抽出制度が影響を受けやすく、また輝度コ

ントラストは証明条件や色に影響を受けやすいために抽出精度

落ちてしまう問題があった。また、それを踏まえて、このよう

な特徴に頼らず、文字の持つ一般的特徴を用いて文字領域を絞

り込む手法[2]がある。カラー画像から輪郭抽出を施した後、文

字の外接矩形を求めるが、これはすなわちカメラが文字を正面

から捉えているという前提条件の下にのみ利用できる手法とな

る。 

２．処理の流れ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 抽出するべき文字と正対していない場合にも対応させるため、

関連研究[1][2]のような抽出方法では不十分となる。そのため、

微分画像を２のべき乗四方のブロックにまとめ、エッジの集中

している領域を抜き出す操作と、同じく微分画像からハフ変換

によって直線を抽出する操作、この２つを用いて文字の領域と

傾き具合を推定する。 

 ある程度、文字候補領域が絞れたところで、その各領域にラ

ベリングを行い、直線で文字列と思われる領域を囲む。囲んだ

四方形をアフィン変換によって正規化することで、文字を正面
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から捉えた画像を生成する。 

 そこから先の、文字認識はＯＣＲなど別モジュールに任せる

こととする。 

 

３．提案手法 

 入力画像をグレースケール化し、エッジ抽出後、２値画像に

すると、文字の存在する領域にはエッジが多く集中する特徴が

見えてくる。そこで、余計なエッジを除去し、文字候補領域を

見つけ出すために画素をブロック毎にまとめる作業を行う。 

 隣接した 4*4 画素、或いは 8*8 画素を一つの画素ブロックと

みなし、そのブロック内にエッジ部分(白画素)が多く含まれる

場合はそのブロック自体をエッジ領域とみなし白一色に変換、

それ以外を黒く塗りつぶす。そうすることでエッジの集中して

いる領域を抽出する。 

 しかし、これだけでは文字の傾きを算出することは出来ない。

そこで、エッジ画像に対しハフ変換を施す。これによって画像

内に存在する直線群の傾き具合から、文字の傾きを推定する。 

 ここまででブロック画像を作成し、エッジの集中している場

所を抽出したが、このままでは文字以外の領域も出てしまうた

め、完全な文字領域画像にはならない。そこで、文字候補領域

画像から文字領域を確定していく作業が必要になる。 

 そこで、画像をいくつかの正方形に分割し、その中のエッジ

密度を算出して高いものを文字の存在する領域と仮定し、絞込

みを行う。 

 更に、文字のある部分には直線も集中しているという特徴を

利用し、ハフ変換によって作成した直線抽出後の画像に対して

も、同様にエッジ密度を計算する。 

 ここで２つの２値画像が作成されるため、その画像の和をと

り、文字の存在する正方形座標を算出、その結果をブロック画

像に適用することで文字領域を確定する。 

 文字領域は、抽出した時点ではいびつな形をしているため、

ハフ変換から求めた傾きを元に、直線で四方を囲み、文字列と

してまとめる。これを各文字領域全てに対して行う。 

 最後に、文字列の傾きを正規化し、文字を正面から見ている

ような画像に変換する。ここではアフィン変換を用いる。 

 

４．実験 
 実験は、特にＧＰＳの使えない環境での案内情報の発見、と

いう目的のため、駅構内に焦点を絞って実験を行った。デジタ

ルカメラを用いて撮影した画像に対して文字抽出実験を実施し

た。 

 撮影した画像の条件として、ホームの案内板など、画像内に

必ず文字列が１列以上存在することとした。文字の位置や傾き、

証明条件などは制限しなかった。画像サイズは６４０×４８０

とした。 

 

 

          (a)原画像                  (b)微分画像 

 

 

   (c)ブロック画像       (d)直線抽出画像 

 

 実験の結果どの画像でも、ほぼ人間が認識できる範囲の文字

を抽出することが出来た。ただ、強い直線的エッジを持つ非文

字領域が存在する場合など、画像によっては文字領域以外の領

域が抽出される場合もあった。 

 また、画像によっては正しく傾きが算出できない場合もある

ため、この辺りはまだ改良の余地が見られる。 

 
５．まとめ 
 本研究によって、カメラがどの位置から文字領域を捉えても、

人の視覚に近い精度で文字領域の抽出が可能になった。それに

よって文字領域の位置を知ることの出来ない視覚障害者も快適

に利用できるシステムの基盤となるだろう。 
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